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１．題材名　　古代の米作り
（１）本時の目標  
    ・給食の赤米･黒米から、古代の米の種類や特徴について知る。
（２）本時の展開                     　　≪○･･･場の構成、☆･･･評価、◇･･･支援≫
	学習活動
	指導者の役割

	・赤米･黒米と、白米の違いについて考える。
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・古代米クイズにより、古代米に興味を持ち、その特徴を知る。
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・ふだん食べている白米以外の米にも興味を持つ。

	○赤米･黒米が古代米であることを知らせる。
　赤米はお祝いなどの特別の時に食べていた米であることを知らせる。
  　※給食にない場合は、写真を用意する。
○社会科で学習した、稲作が伝わった頃の生活の様子と関連付けながら、クイズを通して古代米の特徴等について知らせる。
古代米クイズ（例）
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◇他にも、かおり米、緑米、黒米などがある事を知らせる。
☆古代米の特徴について理解する。（知識･理解）
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１．題材名　　バイキング料理を食べよう　～バランスのとれた食事～
２．題材の目標　

・今までの自分の食生活を振り返り、これからの食生活のあり方を見直し、実践する態度を養う。

・楽しい雰囲気の中で食事ができるよう、協力工夫しようとする意欲を高める。
· 食育の視点
・心身の健全な成長や健康の保持増進のために望ましい栄養や食事の摂り方を理解し、よりよ

　い食習慣を身に付ける。　

　　・食事の時のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。

３．題材について

　　　高学年として学級活動で取り上げる食育教材は、他教科等の関連を十分に図るとともに、学級の児童がより主体的にかかわれるように配慮する必要がある。

そこで、本題材では、５学年の家庭科で学習する３つ食品群を生かし、今までの自分の食生活を振り返ることで、栄養に関連する課題を見つけ、これからの食生活に対して自己決定・自己実現ができるように支援したい。また、児童に主体的にかかわらせるために、事前の計画委員会段階からともにアンケートを考えたり、プレゼンテーションを作成したりする。また、事前にアンケートをすることで、本時の意欲付けをするとともに、思考を深められるようにする。本時においては、レストラン等でのバイキング料理を想定し、何をどれくらいとればよいかを話し合うなど、主体的な話し合いを取り入れていきたい。

　　　なお、家庭における食事は、家庭の事情等配慮を要する児童がいることに留意し、あくまでも強制しないで、将来の自己決定（自己実現）に役立つようしていきたい。

４．学習の流れ（全１時間）　　　　　≪○･･･場の構成、☆･･･評価、◇･･･支援≫
	学習活動
	指導者の役割

	【事前準備】

・計画委員会

　　アンケートづくり

　→実施　→集計

→プレゼンテーション準備

【学級活動】１時間

「バイキング料理を食べよう　～バランスのとれた食事～｣

・アンケートの集計をもとに、理想と現実の違いを話合い、どうすれば改善できるか考える。

【実践活動】
・適宜（バイキング給食、レストランなどでのバイキング料理など）
	◇バイキング料理で何をどのように食べるかというアンケートを計画委員（輪番）の子どもたちで作成できるように支援する。【計画委員会】

◇ホテル等のバイキング料理のメニューを用意しておく。
〔アンケート内容〕・実際に食べるメニュー　・取り方や食べ方

○アンケートの実施【終わりの会など】

○アンケートを集計し、プレゼンテーションの作成【計画委員会】

○プレゼンテーションをもとに問題点を考え、５年の家庭科で学習した３つの栄養素と関連づけて、栄養のバランスを考えたメニューや食事のマナーなどについて考える。

◇３つの食品群を確認しておく。

☆バランスのとれた食事や気持ちのよい食事ができるよう、協力工夫しようと

する意欲を高める。（関心・意欲・態度）

☆自分の食生活をふりかえり、今後の食生活のあり方を見直す。（思考・判断）

☆食事のバランスやマナー・衛生面を考え、バイキング料理で自分として食べるメニューや食べ方を考え出す。（技能・表現）　　　　　

☆健康増進のためにバランスのとれた食事や食習慣が欠かせないことを確認する。

◇ふだんの生活の中で生かせるように意欲付けをする。　　↑（知識・理解）


５．本時の学習

（１）本時の目標

・今までの自分の食生活を振り返り、これからの食生活のあり方を見直し、実践する態度を養う。
・楽しい雰囲気の中で食事ができるよう、協力工夫しようとする意欲を高める。

（２）本時の展開　　　　　　　　　　　　　≪○･･･場の構成、☆･･･評価、◇･･･支援≫
	学習活動
	指導者の役割

	・計画委員が、バイキング料理についてのアンケート結果をプレゼンテーションする。
・実際に取って食べるメニュー

　・取り方や食べ方
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・プレゼンテーションを見て、問題点を話し合う。

　　・グループで話し合う。
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　　　バランスよい食事とはいえない。

　　 　その取り方や食べ方は、まわりが見ていい気持ちがしない。
・発表する。
　　



・栄養教諭より、このバイキング料理メニュ－でのバランスの取れた取り方の一例をあげる。

・給食はバランスを考えて作られている。

・高学年としての必要な分量


・発表しあう。

何のためのマナーなのかを考える。

衛生面に気をつけることも大切。
・自分なりに感想をもち、これからの自分の食生活のあり方について交流する。

　


	○計画委員にみんながよくわかるようなプレゼンテーションができるようにさせる。
◇パソコンや図などを利用することで視覚に訴える。
☆計画委員は、みんなによくわかるようにポイントをつかんだプレゼンテーションができたか。（技能・表現）

◇今まで学習した３つの食品群を確認する。

◇取り方や食べ方から、マナー面や衛生面について考えるようにする。

◇つまずいているグループや個人には、考え方のポイントを助言する。

☆食事のバランスやマナー、衛生面などから問題点を見つけることができる。（思考・判断）

◇双方向になるよう、質問形式や考える時間をとるなど工夫する。

（○栄養教諭が実際に指導できない場合は、ビデオに撮り、それを視聴する。）

☆意欲的に聞くことができる。（関心・意欲・態度）

◇発表しあっていく中で、協力することの大切さや食に携わる人々に感謝することに気づかせる。

○交流後、自分の感想を学習カードに記入することで本時のまとめにする。

☆自分の食生活をふりかえり、今後の食生活のあり方を見直す。（思考・判断）

☆改善点を具体的に挙げる。（表現・技能）

◇本時のがんばりを賞賛し、今後の実践活動への意欲付けをする。


６．資料　　　　　アンケート用紙　　　アンケート集計（プレゼンテーション用）

バイキング料理メニュー（献立の写真や絵）　　学習カード（プリント）


１．単元名　　生き物のくらしと自然環境
２．単元の目標    

     生き物と、食べ物、水及び空気とのかかわりに興味・関心をもち、生き物と環境を関連付けながら調べ、問題を追究する活動を通して、生き物と環境とのかかわりについての見方や考え方を育てる。
   ○食育の視点
      人や動物は、生きていくためには、食べることが不可欠であること、食べるという行為は動
植物の命を受け継いでいることを理解し、生命を尊重する態度を身に付ける。

３．単元について
     人や他の動物、植物などの生き物は、食べ物、水、空気を通して自然界の中で互いに関わって
生きていることを総合的にとらえられるようにすることをねらいとする。
４，学習の流れ  （全６時間）  

　　（１）生き物のくらし（１時間）
　　　　生き物のくらしと空気・水・食べ物とのかかわりに興味・関心を持ち、進んで自然界のつながりを総合的に調べようとする。
　　（２）生き物と空気（１時間）
　　　　動物や植物は、空気を通してお互いに関わり合って生きていることを理解する。
　　（３）生き物と水（１時間）
　　　　動物や植物が生きていくために、水が必要であることを理解する。

　　（４）生き物と食べ物（１時間）・・本時
　　（５）わたしたちの生活とかんきょう（２時間）
　　　　自然環境を守るための取組を知り、生き物と環境との関係について総合的に考えることができる。                                                  

５．本時の学習
（１）本時の目標
 毎日、何気なく食べている食事の材料が生き物であることに気づき、生きていくために、動物や生き物の命を食べていることを理解し、自然界のつながりを考えることができる。
　
（２）本時の展開                       　　    ≪○･･･場の構成、☆･･･評価、◇･･･支援≫ 
	学習活動
	指導者の役割

	○今日の給食に使われている食材を調べる。
・給食の食材には、野菜などの植物や動物の肉などがある。
○動物の食べ物について調べ、発表する。
○人間と動物の食べ方について考える。
　　

○学習をふりかえる。
	○給食で使用している食材を拾いださせる。

　・給食だより、献立表の活用
○材料を植物・動物に分けさせ、食べ物を通した生き物の関わりについて考えさせる。
　  献立例
      ごはん・・・米  （植）
      牛乳・・・・牛  （動）
      小松菜・・・    （植）
      たまねぎ・・・  （植）
      豆腐・・・大豆  （植）
　　　豚肉・・・・豚　（動）
◇牛やにわとりのえさについても考えさせ、主に植物を食べていることに気付かせる。

　　・インターネットや資料等の活用
☆植物が動物の食べ物になっていることについて、資料を調べたりしてまとめることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　（技能･表現）

○動物と人間の違いについて考えさせる

☆人は他の生き物と同じように空気や水、植物にかかわることに加え、それらを利用して生活を豊かにしていることを、食物連鎖の概念から理解す

る。（知識･理解）
☆食事の材料がみんな生き物であることに気づき、生きていくために、動物や食物の命を食べていることを理解し、自然界のつながりについて考えることができる。（科学的な思考）

◇「いただきます」の意味についても考えさせる。




１．題材名　　これからの生活にむけて

２．題材の目標

　　・自分で弁当を作ることへの意欲を持つ

・食品を組み合わせる必要がわかり、一食分の献立を工夫して考えたお弁当を作ることがで
きる。

・中学生にむけて自分の生活や将来の課題を見つけ、自立した食事の仕方を理解する。
○食育の視点

・食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解することができる。

・望ましい栄養や食事の摂り方を理解し、自らの健康管理をしようとすることができる。

・食事をつくっている人へ感謝する心をもつ。
３．題材について

　　　もうすぐ中学生になる６年生。小学校では栄養管理された給食を食べていたが、中学校ではお弁当になる。そこで、中学生として自分の食を考えられるようにするため、また、中学生という成長の時期に昼の食事を大切に考えてほしいとの願いから『弁当作り』の授業を進めている。この学習をすることで、「お弁当を作ってみたい」という意欲をもち、実習を通して「自分にもお弁当が作れた」という自信になり、中学生になった時に「自分でお弁当を作ってみよう！」「お弁当作りを手伝おう！」という一歩になればと願っている。

　　　児童はこれまでの６年間で栄養バランスや献立づくりの基礎を学んできた。そこでこれらの学習をふり返りながら、弁当作りの基礎を指導していきたい。

　※保護者との連携

　　実際の「弁当作り」の実習時には、保護者に参加協力を要請し、各グループの指導者として
児童へのサポート役をしていただき、成果があがった。

４．学習の流れ（全５時間）　　　　　　　　≪○･･･場の構成、☆･･･評価、◇･･･支援≫
	学習活動
	指導者の役割

	＜本時＞

自分サイズのお弁当を考えよう　（１）

　メニュー・割り当て・編成　　　（２）

　

調理実習　　　　　　　　　　　（２）



	○自分のお弁当箱の大きさが、適当かどうか調べてみよう

☆自分にぴったりの大きさを知る

☆栄養的に調和がとれるよう、食品を組み合わせて食べることの良さを理解する

◇主食:主菜:副菜の割合を知る

○栄養バランスのよいお弁当作りにチャレンジしよう

☆衛生面や安全に気をつけて弁当作りができる

◇班で協力して調理できるように励ます




５　本時の学習

（1） 本時の目標

　　　　　自分に適切なお弁当の大きさを知り、栄養の知識を思い出して食品を組み合わせてとる必要性を理解する

（2） 本時の展開　　　　　　　　　　　　　　≪○･･･場の構成、☆･･･評価、◇･･･支援≫
	学習活動
	指導者の役割

	普段使っている自分の弁当箱のサイズを調べる。
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自分の身長と体重にあった弁当箱のサイズを調べる。




次時の実習内容を知る。
ワークシート（お弁当づくりの大変さ、作ってくれる人への感謝の心など）を完成して今日の学習をふりかえる。
	○弁当箱の裏面を見て、ワークシートに自分の弁当箱の容量を記入させる。

（サイズの記載のない場合は、計量カップに水を入れ、調べさせる。）

○ワークシートから自分の身長・体重を考慮した弁当箱のサイズを調べ、記入させる。

○弁当作りのポイントを確認する。

· 栄養のポイント　＊　味のポイント

＊　衛生のポイント

☆栄養バランスがとれるよう、食品を組み合わせて食べることの良さを理解する。（知識・理解）

◇（主食：主菜：副菜＝３：１：２の割合で考えると栄養のバランスが整いやすいことを知らせる。）

お・・・大きさぴったり

い・・・いろどりきれい

し・・・主食：主菜：副菜＝３：１：２

そ・・・それぞれ違う調理法

　う・・・動かない　　　　　　　　　　
○実習では各班で、１品ずつを全班分（８班）作ることを知らせる。
◇見た目もきれいに、衛生的にも気をつけたつめ方を工夫した弁当作りをすることを知らせる。
　主食･･･ごはん

主菜･･･ベーコン巻き（三度豆・にんじん）

　　　　　 卵焼き（１切れ）ウィンナー（１本）

副菜･･･茹でブロッコリー

　　　　　 野菜のカレーソテー

（キャベツ・ピーマン・たまねぎ）

　　　　   ひじきの甘煮



６　資料

　　弁当箱・計量カップ・弁当の割合図・ワークシート


１．単元名　　病気の予防

２．単元の目標　（生活行動がかかわって起こる病気の予防）
・生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には、栄養の偏りのない食事や口腔の衛生など、望ましい生活習慣を身に付ける必要があることがわかる。
○食育の視点
　・心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事の摂り方を理解させ、自ら管理していく能力を身に付ける。
３．単元について

近年、食生活を取り巻く社会環境や食生活の有り様は大きく変化し、「メタボリックシンドローム」など生活習慣病が現代病として大きくクローズアップされている。その原因としては、野菜の摂取が減少し、肉等油脂類を多く摂取する食生活の大きな変化が要因であると考えられている。子どもの食生活も例外ではない。児童が好んで食べる「おやつ」においては糖分、油脂等が加工され、口当たりのいいものになっている。そこで、この単元では、児童がよく食べるおやつの油脂について知り、油脂のとりすぎは体によくないことに気づき、よりよい「おやつ」についての質や量、摂り方等について考えさせたい。

４．学習の流れ（全８時間）

（1）病気の起こり方

（2）病原体がもとになる病気の予防

（3）生活行動がかかわって起こる病気の予防　　　

・食と生活習慣病　　[本時]
（4）喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
（5）地域の様々な保健活動の取組
５．本時の学習

（１）本時の目標

・自分の食べているおやつを振り返る。

・油脂の多いおやつなどを摂りすぎると体によくないことを知る。

（２）本時の展開　　　　　　　　　　　　　　≪○･･･場の構成、☆･･･評価、◇･･･支援≫
	学習活動
	指導者の役割

	１．自分たちの食べているおやつの実態を知る。


２．みんなが食べているおやつは、砂糖、油脂、塩の何が多いか予想し、理由も考え発表する。

	おやつアンケートより

・よく食べるおやつのアンケートをとっておく。

・それぞれのおやつに多く含まれるものを予想させる。

（砂糖・油脂・塩）

	
３．スナック菓子は油脂を多く含んでいるか考える。
４．スナック菓子類の表示を見て、油脂の量をプリントに書く。

　　班の代表者が発表する。
５．実際に入っていた油脂（脂質）の量を知る。

１日にとってもよい油脂の量を知ろう

約６０ｇ/内おやつでは１０ｇまで

６．油脂の多い食べ物やおやつを毎日たくさんとっているとどうなるか考えよう。

　・肥満・高脂血症・血がどろどろ・体に脂肪がたまる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　血管の模型で説明

毎日の食生活を考えよう。

・油をとり過ぎない・運動する・野菜を食べる ・おやつの量や内容を決める　・おやつは寝る前に食べない(時間を決めて食べる)
７．おやつにも油脂の多いものや少ないものがあることを知る。（おやつカード利用）

　　　　　　　　　　　　　　　　

８．おやつの上手な食べ方を考えよう。

・分けて食べる　・おやつの時間を決める
・油脂の少ないおやつを食べる
・くだものを食べる
９．今日の学習でわかったことと自分で実践できることをワークシートに書く。
	○食べた感じ・表示を見て発表させる。

○スナック菓子の表示の見方を説明し油脂の
量を発表させる。

○ポテトチップス等、1袋に入っている油脂
の量を試験管に入れ、実感させる。

○1日の油脂の量を同じように試験管に入れ
る。
○ポテトチップスは○グラムで油10ｇを含む

ことを知り、1日の適量を知る。

○油脂のとりすぎは、肥満・血がどろどろ・
体に脂肪がたまるなど病気を起こしやすく
なる。（生活習慣病）

☆油脂のとりすぎは体によくないことがわかったか。

○毎日の生活で油脂のとりすぎに気をつけるためには、どうしたらよいか自分の生活を振り返り考えさせる。

○おやつには油脂の多いものや少ないものある事に気づかせる。

○食べる時の工夫などを発表させ、まとめる。

☆おやつの正しいとり方がわかったか。



おやつのとり方について考えよう
組　名前

１．下のおやつの中で油（油脂）をたくさん含むものはどれでしょう。○をしましょう。

　　　
２．１日にとってもよい油（油脂）の量は　　　　グラム　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　（内、おやつでは　　　　　　グラム）
　　☆例えば、ポテトチップスなら、　　　グラム（普通サイズの１／○袋）　　

　　　　　　　チョコレートなら、　　 　グラム（普通サイズの１／○枚）
３．油（油脂）の多いおかしや食事を毎日続けていると・・・・。

　　　　
４．望ましいおやつのとり方を考えましょう。
	


第６学年　特別活動(給食の時間)





●古代米はどのように調理して食べていたのでしょうか。


　　１．粉にしてせんべいのようにして


焼いて食べていた。


　②．土器に入れて、炊いた。


３．蒸してからおもちのようについて


柔らかくして食べた。





●古代の稲と、今の稲の高さを比べると  


  　１．あまりかわらない


　　２．今の方が成長がよいので背が高い


　　③．古代米の方が背が高い





第６学年　特別活動(学級活動)





どんなところに問題があるだろうか。








バランスのとれたメニューの選び方を聞こう。





食事のマナー、衛生について考えよう。








バランスよく選ぶことの大切さと大変さ


自分で気をつけたいマナーや衛生面


協力と感謝の気持ちを忘れない。


食生活を改善するための工夫や努力








第６学年　理科





第６学年　家庭





�





自分にぴったり弁当を知る





弁当について考える








※弁当の割合を考え、発表する。


　�
�
�
�
�
�
�
�
�
　





６等分した弁当箱で主食：主菜：副菜の割合を赤・黄・緑の色画用紙で表し、発表する。





参考：「お弁当ダイエット」


女子栄養大出版


「お弁当ダイエット」





　　　　　　　　　　　　　　　　





第６学年　体育(保健領域)








よく食べるおやつを発表する。





本日のテーマの確認をする（おやつと油脂）





スナック菓子　　おにぎり　　ハンバーガー　　カップめん、　ドーナツ
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